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ステンレス鋼とアルミニウム合金との接合は溶接が困難なため、一般には行われてい

ません。 
  そこで、パルス通電焼結技術、レーザ加工技術を接合に応用した新しい接合方法を研

究開発しています。 
 
 
 
                        
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在までの研究により、接合部の引張強度が約 80MPa の継手が開発できました。 
今後、適用範囲を拡大するため、強度を高める研究に取り組みます。 

 

 
 

― 異種金属精密接合・表面改質技術開発研究 ―    
― レーザ利用による SUS/Al 材の接合可能性試験  ―    
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